
編集方針
本報告書は、シチズングループの社会的責任（CSR）について基本的な考えと2013年度の実
績をステークホルダーの皆様にご理解いただくコミュニケーションツールとして発行しています。
私たちのCSRは、企業理念「市民に愛され市民に貢献する」を事業を通じて実現することと同
時に、持続可能な社会の実現に貢献することが重要と考えています。
中期経営計画1年目にあたる今年は、その実現のために取り組むべき活動との関係性を示し、
国内外での取り組みについて企業行動憲章にそって紹介しています。

あなたが実現したい
C S Rとは

シチズンは、「市民に愛され市民に貢献する」
企業グループとして

“全員参加型CSR”をめざします。

会社概要 （2014年3月31日現在）

シチズングループは、「市民に愛され市民に貢献する」を企業理念に、時計事業で培ってきた小型化技術・精密技術・低消費
電力技術などを活かした多彩な事業をグローバルに展開しています。

社 名 シチズンホールディングス株式会社
設 立 1930年5月28日
本社所在地 〒188-8511 東京都西東京市田無町6-1-12
代 表 者 代表取締役社長 戸倉 敏夫

資 本 金 326億4,889万円
従 業 員 数 18,046名（連結）
売 上 高 3,099億円（連結）
上 場 東京証券取引所第一部

報告対象組織
経済データ・社会データ： 国内27社、海外73社（計100社）
環境データ： 国内30社、海外12社（計42社）

報告対象期間
2013年度（2013年4月1日～ 2014年3月31日）
ただし､一部2014年度の内容を含みます｡

発行時期
2014年6月（前回2013年6月､次回予定2015年6月）

参考にしたガイドライン
「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2006」（GRI）
「環境報告ガイドライン（2012年版）」（環境省）
「環境会計ガイドライン（2005年版）」（環境省）

免責事項
本報告書には、将来予測も記載しています。これらは記述した時点
で入手できた情報に基づいたものであり、実際の活動結果が予測
と異なる可能性があります。

　今回の報告において最も注目した事項は、CSV＝
Creating Shared Value(事業活動における社会との共有価
値の創造 )に言及されたことです。攻めのCSRともいわれる
CSVという概念は、BOPビジネスに代表されるように、社会貢
献効果のみでなく、ビジネスそのものによる適正な収益を得
るといった、持続可能な事業継続を目的とするものです。トッ
プ自ら「グローバルな視点での社会課題に目を向け、事業を
通じた価値創出の実現」について決意を述べられていること
は、シチズングループの事業活動の社会全体に及ぼす責任
の重要性を強く認識していることが伝わりました。
　また、今年度から経営層を対象としたCSRセミナーが開催
されています。当該セミナーにおいて、企業に求められている
社会的責任の変化・組織としての対応などの情報を外部有
識者から改めて入手し、経営層において共有することは、ガ
バナンスにおけるCSRの重要性を再認識することに繋がり、
組織全体での取組に反映されることになるでしょう。CSVもそ
の表れであると考えます。今後、組織のCSR活動が業界にお
けるトップランナーとして、推進していくことを期待いたします。
　グローバル企業における重点課題としては、新興国におけ
る労働問題が挙げられます。タイ現地法人であるROYAL 

TIME CITI CO., LTD. では、従業員のニーズから生まれた様々
な教育体制を確立、実施しています。また、労働力の主力で
ある女性にとっての働きやすい職場作り、従業員の健康管
理の推進など、海外サイトでの労働上の課題に対して様々な
対策を実施しています。
　これらの活動は、中期経営計画の重点課題である「拡大
するアジア市場へのマーケティング対応」、および企業理念
である『市民に愛され市民に貢献する』企業としての取組み
と合致した報告となっています。昨年の報告書においても中
国法人での取組事例が紹介されており、地域社会に根差し、
ともに発展していこうとする組織の継続的な活動として評価

いたします。今後も他の地域でのこのような報告を期待いた
します。
　ダイバーシティでの章では、世代の違う女性従業員の対
談形式での意見聴取にチャレンジしており、グループにおけ
る女性就労においてのメリット及び改善ポイントについて報
告されています。特に改善ポイントについては、率直な意見
が交わされています。現時点での弱点であるといえる改善ポ
イントについて報告されていることは、報告書全体の信頼性
向上にも寄与していると考えます。PDCAの取組みを明確に
すべく、今回の対談において出された改善ポイントに対する
取組み内容について今後報告されることを期待いたします。
　巻末にデータ編として、環境及び従業員に関わるデータを
グラフなどの形式にて、経年変化を示して報告していること
は、前回に比し改善された点として評価できます。今後は、報
告対象組織との整合性も考慮に、データのバウンダリの明
確化や、海外サイトのデータ開示を進めていくことを期待い
たします。
　また、今回開示された報告内容やデータは、CDP（カー
ボン・ディスクロージャー・プロジェクト）活動にも代表される
ように、信頼性や正確性の向上という視点で第三者の検証
を受審することへのニーズが高まっています。EMSの統合認
証も高く評価できますが、さらに、CSRに対する第三者の検証
についても、今後の視野に入れられることを期待します。

第三者意見を受けて
貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございます。CSVの推進活動につきましては取り組みを始めた
ばかりですが、グローバルな視点での社会課題に目を向け、積極的に推進したいと考えています。中期
経営計画「シチズングローバルプラン2018」の目指す姿である「真のグローバル企業」となるためには、
人材の育成やダイバーシティの推進などの企業活動と一体となったCSR活動が重要です。本報告書で
も海外を含めたこれらの活動について取り上げましたが、今回いただいたご意見を参考にさせていただ
くことによって、ステークホルダーの皆様のご理解がさらに深まるような報告書となるよう今後も努力を続
けたいと思います。

シチズンホールディングス 
CSR室長

永澤 順司

第三者意見

SGSジャパン株式会社
サステナビリティサービス部
主任検証人

都倉 知宏 氏

表紙の写真
シチズンの原点となる懐中時計
（1920年代製造）
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シチズンホールディングスの
「CSRサイト」について

WEBサイトでは、本冊子の
内容に加え、網羅的な
CSR情報を掲載しています
http://www.citizen.co.jp/
social/index.html

メッセージの日本語訳は、シチズンホールディングスのCSRサイト「あなたが実現したいCSRとは」でご覧いただけます。

02シチズングループ　CSR報告書2014


